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［ワークショップ］ 

質料形相論の多角的な検討と応用* 

 

オーガナイザ・提題者 横路佳幸（慶應義塾大学） 

       提題者 桑原司（上智大学） 

       提題者 千葉将希（東京大学） 

 

背景・趣旨説明 

質料形相論（hylomorphism; hylemorphism）とは、簡単には「実体は、質料と形相から成

る結合体（複合体・統合体）である」と述べる理論である。これが近年、分析哲学におい

て復活の様相を呈し始めている。発信地の一つは、疑いなく分析形而上学である。その中

心的な旗振り役を担ってきた K. Fineは、90年代から早くも、質料形相論に相当する理論の

形式化・洗練を（非古典）メレオロジーの観点から積極的に試みてきた。こうした動きに

対して M. Johnston や K. Koslickiをはじめとする様々な論者が呼応する中で、質料形相論は

次第に、メレオロジー以外にも様々な形而上学的なテーマの新たな理解と発展に資するも

のとして注目されることとなった。これまで質料形相論と結び付けられてきたものとして

は、たとえば三次元主義、物質的構成、自然種、潜在性、本質、因果的力能などの諸概念

を挙げることができる。現在、こうした一連のテーマのもとで論じられる質料形相論（ま

たはそれに類する理論）は、A. MarmodoroやM. Peramatzisなどの古典哲学者も巻き込む仕

方で、分析形而上学における一つの潮流とでも呼ぶべき小さなムーブメントを形成しつつ

ある。 

 他方で、質料形相論の復活は――それは二千年以上もの間幾度となく「復活」させられ

てきたのだが――決して局所的な現象というわけではない。上記の潮流からは比較的独立

だと思われる文脈・動機を出自とする「質料形相論」もまた、近年になって脚光を浴びて

いるからである。簡単にいくつか具体例を挙げておこう。①心の哲学において、物理主義

や心身二元論に対抗する心身の質料形相論。②人の存在論において、従来の動物説の難点

を乗り越える理論としての人の質料形相論。③生物学の哲学において、生物個体の発生モ

ジュール性の構造を説明しうるようなエボデボ的な質料形相論。他にも、分析神学的な観

点から三位一体論や復活などの教義を新たに捉え直すタイプの質料形相論も、以前にも増

して盛んに論じられつつある。 

もちろん、こうした事実を「一過性の流行」と切り捨てることも不可能ではないだろう。

まして、分析哲学内部で質料形相論が長らく顧みられてこなかったのには、それなりの理

由があると考えるべきなのかもしれない。しかし、そのときでも我々は、質料形相論の一
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種と目される諸理論が各分野において「増加の一途を辿っている」（Rea, M. (2011), “Hylo-

morphism Reconditioned”, Philosophical Perspectives 25, p. 342）という事実を忘れてはならな

い。仮にこれが「流行」にすぎないのだとしても、それは注目に値する流行であると我々

は考える。 

 以上の背景を念頭に置いたうえで、本ワークショップ（以下本WS）は、次のような趣旨

のもと企画された。その趣旨とは、いまだ発展途上の印象を受ける既存の質料形相論の解

釈・是非を検討するというよりも、各提題者が独自の仕方で、比較的好意的に質料形相論

を検討し、現代におけるその応用可能性を新たな角度から見定めるというものである。提

題者となるのは、古典哲学を専門とする桑原、分析形而上学を専門とする横路、生物学の

哲学を専門とする千葉の三人である。我々同床異夢の三人が目指すのは、質料形相論の検

討・応用を三つの異なる形而上学的な領域から試みることで、その現代的な意義や射程を

多角的に問い直し、質料形相論の可能性と展望を広げることである。 

本 WS は次の通りに進行する予定である。まず、横路が簡潔に質料形相論の導入と趣旨

説明を行い、本 WS 全体で問題とする「質料形相論」がどのようなものであるかをおおま

かに規定する。次に、各提題者が個人発表を行う。大雑把には、桑原はアリストテレスの

質料形相論における認識論的な力点について論じ、横路は質料形相論の視点を取り入れた

構成主義の必要性と多様性について論じ、千葉は生物を質料形相論的対象として捉える見

方の妥当性を論じる。その後、各提題者の論点を要約したうえで相互に討議し、最後に質

疑を頂戴する予定である。 

 

各個人発表の概要 

[1] 桑原司「アリストテレスの質料形相論の現場」 

 アリストテレスに始まるいわゆる「質料形相論」とは、大雑把に言えば、対象をそれの

素材（「質料」）とそれの本質的なあり方（「形相」）から成る「複合体」と見なす立場であ

る。例えば、机は木材（や釘）と机としてのあり方から複合されている、といったように。

この具体例が示すように、アリストテレスの質料形相論はしばしば対象の存在論的構造に

ついての枠組みだという印象を与える。確かに質料形相論はある意味ではそのような枠組

みとも取れるが、しかし同時に、彼が質料と形相の両概念を導入したのは、対象の「生成」

と「あり方」についての認識
、、

をもたらす限りの
、、、、、、、、

、その対象の構成要素としてであった。本

発表では、その点を確認し、彼が示唆するいくつかの具体例の検討を通じて、アリストテ

レスの質料形相論の力点が存在論よりもむしろ認識論にあったことを強調したい。 

 

[2] 横路佳幸「質料形相論的な構成主義：その必要性と多様性」 

本発表で私は、アリストテレスに対する特定の解釈を基に、分析形而上学における構成

主義（constitutionalism）を質料形相論の観点から捉え直すことで、さまざまな形式の質料形

相論的な構成主義を提示する。構成主義とは、いわゆる一致ケースにおいて、適切な環境 D
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（e.g. 芸術的に批評可能な形状が与えられる状況）に置かれた構成体 x（e.g. 特定の大理石

の塊）が被構成体 y（e.g. ダビデ像）を構成すると述べる理論である。このとき、x は y と

数的に同一ではなく、Dは yが属する種別概念 F（e.g. 彫像）に親和的であるとされる。私

の見方では、このような構成主義は、次のような特定の質料形相論的な枠組みを取り込む

ことで、構成関係の成立および環境と種別概念の結び付きをよりよく理解することができ

る。それは、「各々の事物のそのようにあるゆえんの第一原因」として形相、特に内在形相

の考えを導入する枠組みである。内在形相は、質料を偶然的に規定する個別的な存在者で

あるという点において、結合体としての個物を必然的に規定するような種から区別される。

他方で、特定の内在形相がある質料を規定するという事実は、ある個物が特定の種に属す

るという事実を基礎づけるものである。そこで、内在形相を環境 Dに、質料を構成体 xに、

種を種別概念 F に、結合体を被構成体 y になぞらえることで、質料形相論的な構成主義を

新たに構想し、構成主義が質料形相論またはそれに対応する議論を強く必要とすることを

示す。さらに、これまで（内在）形相を多様な仕方で理解してきた近年の議論を参照する

ことで、質料形相論的な構成主義が様々な類型を持ちうることを示す。 

 

[3] 千葉将希「生物は質料形相論的対象か」 

質料形相論（hylomorphism）によれば、実体は質料と形相という 2つの要素からなる結合

体である。また、アリストテレス的見解によると、そうした質料形相論的対象（hylomorphs）

のパラダイムケースは、生物にほかならない。しかしながら、はたして生物は本当に質料

形相論的対象のパラダイムケースなのだろうか。それどころか、そもそもそれらは質料形

相論的対象の一例とすらいえるのだろうか。本発表では、生物を質料形相論的に捉える見

方の妥当性を吟味し、これをできるかぎり擁護することを試みる。 

質料形相論を生物に当てはめようとする際、何よりも大きな障害として立ちはだかるの

は、やはり質料形相論が多分に目的論的色彩を帯びている点であろう（質料形相論が往々

にして人工物の意図的制作との類比で説明されている点、形相因がしばしば目的因と一致

するものとされている点など）。しかしながら、ポスト・ダーウィン時代の現代にあって、

生物を目的論的に捉える見方に対しては、哲学者や生物学者からいまなお懐疑や批判の声

が根強い（e.g., Davies 2009; 佐藤 2018）。このことを踏まえ、本発表では、目的論の観点か

ら質料形相論的生物観の妥当性を吟味し、その難点を克服することを試みる。 


